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「SMBC サステイナビリティ評価融資」による継続的な調達・評価について 

 

ＮＥＣキャピタルソリューション株式会社（以下「当社」、代表取締役社長：安中 正弘）は、この度、株式会社

三井住友銀行（頭取：國部 毅）による「SMBC サステイナビリティ評価融資※1」において昨年に続き

高評価を取得し、同評価に基づく第二回目の資金調達契約を締結しましたのでお知らせします。 

 

１． 本件取り組みの背景と目的 

近年、機関投資家を中心に、企業の財務情報には表れない企業価値を示す、ＥＳＧ※2 側面への取り

組みといった非財務情報に対する注目が高まっています。 

当社は、10 年後のありたい姿としてグループビジョン「お客様と共に、社会価値向上を目指して、グロー

バルに挑戦するサービス・カンパニー」を掲げております。この達成のためＣＳＶ※3 経営実践に向けて

様々な取り組みを行っています。 

その一つとして、「SMBC サステイナビリティ評価融資」を継続することで、評価結果に応じた資金調

達を行い、外部評価機関による客観的な評価をもとに当社の ESG 側面への取り組みをさらに進化させる

ことができると考えました。 

前回の評価結果を受け、更なる改善や新たな取り組みを推進したことも、今回の高評価につな

がっています。 

 

２． 当社の評価 

     評価 ＡＡ （ＡＡＡ～Ｅの７段階中、上から２番目） 

ESG 側面における以下３項目において非常に高い水準であると判断され、サステイナビリティに向けた

企業経営において優れた ESG 側面の取り組み及び情報開示を実施しているとの評価を受けました。 

 

① 企業理念・サステイナビリティへのコミットメント 

2014 年度より統合レポートを発行し、経営トップが経済的価値と社会的価値の創出を両立する「CSV 経

営」を目指すことを明確にコミットしている。 

 

② 環境マネジメント 

NEC キャピタルソリューショングループとして「環境経営中長期計画：CSV by Eco」を策定し、長期的

な視点を持って目指すべき将来像を具体化している。 

 

③ 従業員への配慮 

多様な人材の活躍支援に向けて「女性活躍推進プロジェクト」を開始する等、ダイバーシティへの取り組

みを進めている。 

 



 
３． 融資の概要 

     契約金額 200 億円 

     契約日 平成 26 年 9 月 30 日 

 

４． 今後の見通し 

本件取り組みによる、平成 27 年３月期通期（平成 26 年４月１日～平成 27 年３月 31 日）業績予想の修正

はありません。 

 

当社は引き続き、お客様と社会の持続可能性を高めるサービスを提供してまいります。 

 

 

※1  SMBC サステイナビリティ評価融資 

「SMBC サステイナビリティ評価融資」とは、株式会社三井住友銀行が株式会社日本総合研究所と作成した独自の評価

基準に基づき企業のＥＳＧ側面の情報開示とサステイナビリティ※4 への取り組みなどを評価し、評価結果に応じた融

資条件を設定するものです。 

 

※2 ＥＳＧ 

環境（Environmental）、社会（Social）、企業統治（Corporate Governance）の頭文字を取ったもの。いずれの側面

も企業が事業活動を展開するにあたって配慮や責任を求められる重要課題として考えられています。 

 

※3 ＣＳＶ（Creating Shared Value） 

「共通価値の創造」を意味し、経済利益活動と社会的価値の創出（＝社会課題の解決）を両立させることです。 

 

※4 サステイナビリティ（sustainability） 

「持続可能性」を意味し、地球社会から企業活動まで、様々な状況において使用される用語です。一般的に、企業の

サステイナビリティというとき、地球環境や社会の持続的な発展に貢献しつつ、その上で自社が社会に認められ長期

的に繁栄するために不可欠な企業の取り組みを指します。 

 

 

以 上 


